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保健所の乳幼児健診におけるアトピー性皮膚炎と

その関連因子について

富田 千秋 田中 良知 石井 則久

川口 博史 木村 博和 市川 誠一

渡嘉敷眞哲 三杉 信子 曽田 研二

　保健所の乳幼児健康診査（以下健診）において，アトピー性皮膚炎の割合とその関連因子について調査を

行った。対象者はY市K区の乳幼児健診受診予定者900人（4ヵ月児290人，1歳6ヵ月児298人，3歳児312

人）であり，健診時の質問紙調査と皮膚科専門医の診察の双方に協力の得られた計696人について解析を行

った。アトピー性皮膚炎と診断された乳幼児の割合は，4ヵ月児で11.6％，1歳6ヵ月児で12.2％，3歳児で

12.1％であった。関連因子については，児のアトピー性皮膚炎と母，兄姉のアトピー性皮膚炎の家族歴，母

の妊娠中の食品制限，児の伝染性軟属腫の既往，児の入浴回数との関連がみられた。今までもアトピー性皮

膚炎の疫学調査は行われてきたが診断基準が異なっていたため，他調査との比較が困難であった。本調査は

地域の乳幼児を対象に全国的に標準化された診断基準に基づき皮膚科専門医が診断をしているため，今後の

アトピー性皮膚炎の疫学調査との比較・検討に重要な示唆をあたえるものと思われる。
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